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有限会社 テクノプラン

第 15 6 号窓わくに　
　ヤモリが顔出し
　　　夏がくる

友部小6年（当時）
大畑　みちる

（令和元年度笠間市文化協会　
「子ども俳句大会」入選作品）

　

令
和
２
年
度
代
議
員
会
は
４
月

19
日
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
が
一

向
に
衰
え
ず
、
や
む
な
く
中
止
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

区
長
な
ど
代
議
員
の
皆
様
に

は
、
各
種
報
告
書
や
計
画
案
を
お

届
け
し
、
書
面
で
の
可
否
表
明
を

お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず

れ
も
可
決
多
数
の
承
認
を
い
た
だ

く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支
部
長　

鈴
木

令
和
2
年
度
事
業
計
画

基
本
方
針

　

地
域
の
誰
も
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
住
民
同
士
の
連
携
や
助

け
合
い
の
心
構
え
、
そ
れ
を
支
え

る
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
の
構
築

が
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
人
と

人
と
の
関
係
を
実
現
す
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
、
東
支
部
は
４
ブ

ロ
ッ
ク
制
と
い
う
地
域
密
着
の
強

み
を
改
め
て
意
識
し
つ
つ
、
き
め

細
や
か
な
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
従
来
の
延
長
線
上
に
必

ず
し
も
固
執
し
な
い
「
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
」

支
部
と
し
て
、
内
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
ま
す
。

１ 

地
域
交
流
活
動
の
推
進

⑴
友
部
小
学
校
の
交
流

⑵
友
部
特
別
支
援
学
校
の
交
流

⑶
児
童
の
交
通
安
全
、
防
犯
活
動

　

・
通
学
路
立
哨
活
動
（
登
校
時
）

　

・
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

⑷
地
区
敬
老
会
へ
の
参
加
協
力

２ 

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

　

 

事
業
へ
の
支
援

⑴
地
域
交
流
事
業
に
対
す
る
支
援

⑵ 「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
づ
く
り

の
推
進

　

・
東
支
部
第
１
号
と
な
る

　
　

五
平
サ
ロ
ン
の
オ
ー
プ
ン

　

・
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

　
　

サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
検
討　

３ 

高
齢
者
の
親
睦
と

　
　
　
　

健
康
づ
く
り
支
援

⑴
輪
投
げ
大
会

⑵
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

４ 

子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援

⑴
「
子
ど
も
会
事
業
」
へ
の
支
援

⑵
子
ど
も
会
と
の
交
流
懇
談
会

⑶
子
ど
も
会
へ
の
活
動
費
助
成

５ 

女
性
部
の
活
動

⑴
高
齢
者
福
祉
活
動

　

 

４
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
①
ミ
ニ
サ

ロ
ン
、
②
対
話
と
食
事
会

⑵ 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
（
年
２
回
）

⑶
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
バ
ザ
ー
出
店

⑷
女
性
部
研
修
会

６ 

広
報
委
員
会
活
動

⑴ 

広
報
紙「
支
部
だ
よ
り 

ひ
が
し
」

発
行
（
年
４
回
）

⑵
広
報
委
員
研
修
会

７ 

福
祉
推
進
員
研
修 

　

 

支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
と
の

交
流
研
修

８ 

笠
間
市
防
犯
活
動
参
加
協
力

⑴
市
防
災
連
絡
協
議
会
の
出
席

⑵ 

年
末
特
別
警
戒
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
出
発
式
へ
の
参
加　

９ 

会
員
会
費
の
募
集

　

 　

事
業
推
進
の
た
め
に
、
会
員

会
費
を
区
長
、
班
長
、
福
祉
推

進
員
、
民
生
児
童
委
員
の
皆
様

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
募
集
す

る
。

令
和
2
年
度
東
支
部
役
員

（
＊
は
新
任
）

支
部
長　
　
　

鈴
木
義
雄

副
支
部
長　
　

小
島
力
男

副
支
部
長　
　

深
谷
正
孝

副
支
部
長　
　

生
天
目
純
子

会
計　
　
　
　

宍
戸
正
夫

会
計　
　
　
　

丸
山
晴
義

監
事　
　
　
　

塩
幡
高
男

監
事　
　
　
　

滝
本
清
通

【
女
性
部
】

部
長（
兼
任
）　

生
天
目
純
子

副
部
長　
　

＊
橋
本
八
重
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
友
部
）

副
部
長　
　
　

櫻
井
令
子（
柿
橋
）

副
部
長　
　
　

宇
津
保
子

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
前
・
鴻
巣
）

副
部
長　
　
　

菱
沼
紀
子（
五
平
）

広
報
委
員
長　
　
　

内
田
利
一

民
児
委
員
代
表　
　

深
澤
洋
子

　
　
　
　
（
南
友
部
・
宮
前
鴻
巣
）

民
児
委
員
代
表　
　

川
原
井
幸
江

　
　
　
　
　
　
　

 

（
柿
橋
・
五
平
）

＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　 　＜支出の部＞
科目 R01決算額 R02予算額 科目 R01決算額 R02予算額

会員会費還元金 1,070,000 1,050,000 事務費 4,571 20,000 
福祉コミュニティ助成金 50,000 50,000 会議費 46,491 50,000 
広報助成金 107,000 105,000 組織強化費 26,600 40,000 
繰越金 234,696 281,224 慶弔費 5,000 20,000 
雑収入 56,696 41,776 事業費 189,470 278,000 

女性部 499,208 540,000 
広報委員会 240,052 240,000 
福祉推進研修費 25,776 40,000 
地域活動推進費 200,000 220,000 
予備費 0 80,000 
繰越金 281,224 －－－－－－

合計 1,518,392 1,528,000 合計 1,518,392 1,528,000 

柿橋グラウンド入口の八重桜（撮影　斎藤義範）

令和元年度収支決算と令和２年度収支予算 （単位は円）



編
集
あ
と
が
き

東支部ブロック区域図

　

笠
間
市
社
会
協
議
会
は
笠
間
地

区
、
友
部
地
区
、
岩
間
地
区
か
ら

な
り
、
友
部
地
区
に
は
宍
戸
、
東
、

中
央
、
大
旭
、
北
川
根
、
大
原
の

６
支
部
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

住
ん
で
い
る
東
支
部
は
、
県
立
中

央
病
院
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、

南
友
部
、
宮
前
・
鴻
巣
、
五
平
、

柿
橋
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　

東
支
部
の
女
性
部
で
は
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
女
性
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
お

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
広
報
委
員
会
で
も
各

ブ
ロ
ッ
ク
に
広
報
委
員
が
２
〜
３

名
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
活
動

の
様
子
を
広
報
紙
に
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

宮
本
直
（
な
お
し
）
さ
ん
は
昭
和

14
年
９
月
筑
西
市
生
ま
れ
、
50
年

前
の
昭
和
45
年
に
笠
間
市
南
友
部

に
転
居
し
ま
し
た
。
仕
事
が
ら
転

勤
が
多
い
の
で
交
通
の
便
が
良
い

友
部
に
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

宮
本
さ
ん
の
趣
味
・
地
域
活
動

は
多
く
、
そ
の
幅
の
広
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。「
木
版
画
」
制
作
は
そ

の
一
つ
で
、
個
展
開
催
（
友
部
図

書
館
）、
県
芸
術
祭
や
版
画
ク
ラ
ブ

作
品
展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。
版

画
制
作
の
き
っ
か
け
は
、
退
職
後

に
友
部
公
民
館
講
座
を
受
講
し
た

こ
と
で
、
そ
の
後
、
16
年
以
上
経

ち
ま
す
。
制
作
は
下
絵
の
作
成（
モ

チ
ー
フ
選
び
・
ス
ケ
ッ
チ
）、
彫
り

作
業
（
平
均
版
木
５
〜
６
枚
）、
そ

し
て
摺
り
、
１
枚
の
版
画
完
成
ま

で
に
多
く
の
工
程
が
あ
り
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
完
成

す
る
と
嬉
し
い
瞬
間
を
感
じ
る
よ

う
で
す
。
現
在
は
版
画
ク
ラ
ブ
の

代
表
と
し
て
、
月
２
回
友
部
公
民

館
で
制
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
３
月
に
は
友
部
図
書
館
で

９
回
目
の
ク
ラ
ブ
作
品
展
を
開
催

し
て
、
県
内
外
か
ら
５
百
名
を
超

す
多
く
の
お
客
様
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

趣
味
の
両
輪
で
あ
る
「
水
墨
画
」

も
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸
内
原
店
の

水
墨
画
出
展
に
23
回
、
常
盤
神

社
奉
納
（
観
梅
期
間
中
の
行
燈
用

水
墨
画
）、
笠
間
市
市
民
美
術
展
、

姉
妹
都
市
交
流
展
（
赤
穂
市
）
に

出
品
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他

の
趣
味
と
し
て
ギ
タ
ー
演
奏
、
盆

栽
、
愛
石
、
家
庭
菜
園
で
す
。

　

地
域
活
動
で
は
市
主
催
の
国
際

音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
（
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
15
年
）、
映
画
「H

A
Z
A
N

」

エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
（
制
作
美
術
ス

タ
ッ
フ
）、
地
域
資
源
発
掘
隊
、
地

域
の
区
長
歴
任
な
ど
多
数
で
す
。

　

最
後
に
日
々
元
気
な
過
ご
し
方

の
秘
訣
は
、
①
毎
日
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
す
る
。
②
地
域
行
事
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
多
く
の
人

と
交
流
す
る
。
③
年
齢
を
わ
き
ま

え
無
理
な
運
動
や
が
ん
ば
り
過
ぎ

は
禁
物
と
、
75
点
主
義
を
心
掛
け

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
聞
き
手　

皆
川　

勇
）

県芸術祭出品作の前にて

完成した広報紙

弁当の中身を食器に移すと

米原酒店角での立哨 広報紙のレイアウト作成

　

広
報
紙「
支
部
だ
よ
り
・
ひ
が
し
」

は
、
東
支
部
の
活
動
を
会
員
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、
年

に
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

各
回
ご
と
に
広
報
委
員
会
を
２

回
開
い
て
お
り
、
１
回
目
は
集
め

ら
れ
た
原
稿
の
校
正
、
全
体
レ
イ

ア
ウ
ト
と
見
出
し
を
決
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
原
稿
は
印
刷
所
に
運
び
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
装
飾
さ
れ
て
仮

印
刷
さ
れ
ま
す
。
２
回
目
は
仮
印

刷
さ
れ
た
広
報
紙
の
再
校
正
を
行

い
、
最
終
印
刷
と
な
り
ま
す
。

　

記
事
は
東
支
部
行
事
、
地
域
活

動
、
投
稿
（
時
計
台
）
な
ど
で
す

が
、
投
稿
が
少
な
く
、
会
員
皆
様

の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

支
部
役
員
と
女
性
部
と
で
協
力

し
て
、
小
学
校
の
登
校
時
間
に
合

わ
せ
て
通
学
路
の
立
哨
を
行
っ
て

い
ま
す
。
場
所
は
南
友
部
、柿
橋
、

宮
前
鴻
巣
、
五
平
の
各
地
区
計
８

地
点
で
、
毎
月
第
２
火
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
22
日
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
も
べ
で
、
２
回
目
の
配

食
弁
当
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
１
５
食
を
作
り
、
前
回
同
様
に

希
望
者
宅
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
枝
豆
入
り
ナ
ゲ
ッ
ト
、

白
菜
と
春
雨
の
サ
ラ
ダ
、
里
芋
の

照
り
焼
き
、
鶏
ご
ぼ
う
飯
、
桜
大

根
の
漬
物
に
、
お
吸
い
物
一
袋
で
、

春
を
感
じ
る
お
弁
当
で
し
た
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は

４
月
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
っ
た
ん
外
に
目
を

向
け
る
と
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
梅

が
咲
き
桜
が
咲
き
、
今
は
、
鶯
が

き
れ
い
な
声
を
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
底
力
は
や
っ
ぱ
り
凄

い
！
私
た
ち
も
負
け
て
は
い
ら
れ

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
広
報
紙
が

届
け
ら
れ
る
頃
に
は
、
ど
う
ぞ
明

る
い
光
の
射
す
日
本
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。　
　
　
　

鈴
木　

龍
子


